





Understanding of English Grammar and CEFR 
Bipolarization of Japanese English Proficiency ① 
 
 Ryoko TAMURA 
 
Abstract 
Levels of Japanese learners’ proficiency in English have been divided into two extremes.  Proficiency level of the one 
extream is B1 or higher on the CEFR scale, while that of the other is A2 or lower.  What is needed for English learners to 
attain B levels is intensive and extensive reading training on the basis of an integrated understanding of English Grammar. 
The number of those who do not have enough opportunities for this training is increasing, however.   
This is the first of my papers in which I examine the reasons which underlie this bipolarization, the problems it has 































































「図１」である。このグラフにおいて、A1, A2, B1という文字が何を示すかについては本文の 「4.3 英
語の実力レベルの指標 CEFR のレベル表 と難易差」において詳しく述べるが、英語検定に照らし合
A2（英検準 2級） 
A1（英検 3,4,5級） 























この試験では、A1 が「A1 上位」「A1 下
位」と分けられてあるが、「A1下位」とは、















2%  A2（英検準 2級） 



























図 3 東大合格者 出身高校種類割合 
(2016 東京大学新聞 新入生アンケート) 
図 4 高校の種類 












































のが全国の高校総数に占める割合は約 12%である。そして、この 12%が、東大合格者の 62.9%を占め
ている。 








































































































































































①  対話・会話 〇 〇 〇 ×    
②  電話（含 TV電話） 〇 △ 〇 ×    




④  手紙・Eメール × × × 〇    














































 英語検定の 5級から 4級、3級、2級、1級という数字だけを見ると、これら、5, 4, 3, 2, 1という数
字はそれぞれが、定規の 5cm, 4cm, 3cm, 2cm, 1cm の目盛りのように、等間隔で並んでいるように錯覚
しがちであるが、実際には、それぞれの級の間には、量的、質的にかなり大きな違いが存在する。 
 例えば、2級から 1級への道のりは、5級から 4級への道のりとは比較にならない大きな違いを持っ
ていることは、英語検定の全ての級の受験経験者でなくとも容易に理解できる。英語検定が始まって
からある程度の年月を経て、準 2 級、準 1 級という中間級が新たに設定されるようになったのは、3





英語検定 3 級は中学校卒業レベル、2 級は高校卒業レベル、と説明しているが、中学卒業レベルと高
校卒業レベルがどのような違いがあるのかについては極めて曖昧である。それは、身に着けている単
語の語数の違いであろうか、それとも、英文を読むスピードの違いだろうか。 



















4.3  英語の実力レベルの指標 CEFRのレベル表 と難易差 
 
表 2 CEFR 定義 2 
 























































































先に述べた、「なぜ英検 2 級を突破できず、準 2 級段階で足踏み状態になるケースがあるのか」の
なぜの一つは、英語の実力レベルに潜む「断層」の存在である。英語の実力のレベルの間に、英語学
習過程における「量」的ではなく、「質」的な取り組み方の差が存在し、その差が、CEFRの A2以下





ス：A コースと B コース、と二つの
グループ：A グループと B グループ
が存在すると言える。 



















































































 ○ ○ 
B1 2級 〇  ○ × 
A2 準 2級 ～3/4 〇 △ ○ 
× × 
A1 
上位 3級 ～2/4 〇 〇 ○ 
下位 
4級 ～1/4 〇 〇 ○ 





















































①  第 3文型述部構造 
②  第 3文型述部構造、形容詞、副詞 
③  第 3文型述部構造、形容詞、副詞、第 4文型述部構造、形容詞節 


























きない。このたとえを CEFR のレベルに当てはめて考えると、絵はほとんど見えていない状態が A1























































































































































































































（受付日：2017年 3月 15日） 
                                                          
1 準 1級は 1987年、準 2級は 1996年に新設された。日本英語検定協会 事業沿革 
http://www.eiken.or.jp/association/history/ 参照 
2 CEFRと英検のレベル比較については、Jamie Dunlea 「英検と CEFRとの関連性について：研究とプロジェク
ト報告」『STEP 英語情報 11,12(2009), 1,2(2010)』参照 
3  CEFRの定義については、Council of Europe 公式ウェブサイト
http://www.coe.int/t/dg4/linguistic/Source/Framework_EN.pdf を参照。翻訳、解説書としては『ヨーロッパ言語共通
参照枠(CEFR)から学ぶ英語教育』キース・モロウ編集、和田稔他訳、研究社、2013 
4 一般文献と専門文献の違いに関しては、学習者の知識の範囲やレベルに応じて、専門文献よりも、一般文献（例、
文学）を難しいと感じる場合もありえる。 
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